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本研究ではDBTTF分子 (電子を放出して陽イオ ン化 しやすい ドナー分子 )
とTCNQ分子 (電子を受 け取 って陰イオン化しやすいアクセプター分子 )から
絹成 されている表題の錯体について中性 -イオン性転移が圧力によって誘起 され
るか どうかを光学的に調べ た｡
DBTTF-TCNQは常混､ 常圧では中性相にあるが ドナー分子とアクセプ
ター分子の間の トランスフ ァー積分が無視で きないのでイオン性が少 し混 じって
エネルギーが安定化 している｡ 電荷移動量 Zは完全に一個の電子が ドナーか らア
クセプターへ移動 したときをZ=1とすると､ この錯体ではおよそZ.=0. 2と
見積 られる｡ ラマ ン散乱スペク トル､ 赤外吸収スペ ク トル､ 可視吸収スペク トル
の圧力変化で明らかになった点を上げる｡
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